
学士課程共通カリキュラムポリシー 

 

名古屋市立大学では、卒業認定・学位授与方針に掲げる人材を育成するために、全七学部を

有する総合大学としての特性を活かして、分野横断的な知を修得させ、主たる専門分野のみ

ならず、連関する分野にも幅広い知見と志向性を養うことができるよう、順次性のある体系

的な教育課程を編成します。 

 

【教養教育】 

教養教育では、社会の一員として自己のあり方を認識し、社会全体の幸福の実現に向けて貢

献できるような人間形成を図るための科目を提供します。 

・初年次教育科目では、大学生・大人・社会人としての自覚を芽生えさせ目的意識的な大学

生活を送らせる動機づけを行います。 

・地域特色科目では、名古屋という地域の特色を学び地域と大学での学修と研究の連関につ

いて考えます。 

・語学科目では、総合的な語学能力を高めることを目指し、英語教育に関しては英語を母語

とする教員を重点化してコミュニケーション能力の向上に努め 

る教育を行います。 

・この他、共通科目では、現代人に必要な一般教養、情報、健康・スポーツなど、さまざま

な教養を身につけさせます。 

・基礎科目では、自然科学や基礎数学の修得を通じて、自然への理解の深化や自然法則並び

に現代科学を理解する基礎を身につけ、自然を愛し生命あるものを慈しむ豊かな人間性と、

優れた論理的思考力に裏打ちされた知的好奇心を育みます。 

 

【専門教育】 

専門教育では、各学部が掲げる教育目標を達成するために、連関する分野にも幅広い知見と

志向性を養う科目を体系的に提供します。その実践においては、課題解決型授業やグループ

ワークなどのアクティブ・ラーニングや双方向型授業等を導入することにより、学生の積極

性・主体性や協調性などの能力を育みます。これらの教育を通じて修得した成果に対しては、

GPA 等の客観的基準の適用等により、厳格な学修評価を行います。 


